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( 科目コード：8305720004EE)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】工学実験
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・4 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・4 年次
【担当教員】

小幡 常啓
大手 丈夫
青木 利澄
渡邉 直寛
大嶋 一人
平井 宏
谷中 勝
鈴木 靖
富澤 良行
布施川 秀紀
中山 和夫

【授業目標・教育方針】
工学の基礎的実験手法を幅広く身につけ、報告書作成能力を学び、座学の学習とあわせ、実験についても理解を深め
る。すなわち、それぞれの実験項目に関する知識や工学実験の手法、工学に関する機器の使用法や解析、設計法につ
いて理解を深める。理解度は、実験中、各担当教員によりチェック・指導・評価され、レポートにより総合評価され
る。また、実験を通じて自主的、継続的、計画的に学習する能力を養う。		

【授業概要】
制御やエネルギ－関係（電機、電動機、ロボット、各種のエネルギ－変換機、制御機器など）、および電子通信情報関
係の各種実験を行うことで、工学の基礎的実験手法を幅広く身につけ、報告書作成能力を学び、座学の学習とあわせ
て前記の分野の学識を深める。正しい実験態度が養成され、その実験項目に関する知識や工学実験の手法および報告
書を作成する能力が身につき、工学に関する機器の使用法や解析、設計法を習得できる。 		

【教科書・教材・参考書 等】
・Web 上の各実験の該当ページ
・「新編電気工学講座 30 電気・電子工学実験（１） －基礎編－」，山田十一・永井真茂・小林祥男・多田泰芳　著 　
（コロナ社）
・「新編電気工学講座 31 電気・電子工学実験（２）－電気機器・高電圧編－」，池本徹三・今西周蔵・岡田新之助・河
原功・木村伊一　著（コロナ社）
・必要に応じて随時配布する「プリント」

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
各実験室において、各テーマの装置を使った実験を行う。詳細はＷｅｂの４Ｅ実験ページにて確認すること。		

【メッセージ】
これまでに学習したことそして現在学習中の知識をフルに活用して、各実験テーマに自主的にそして計画的に取り組
んでください。これが実験の基本精神ですので、次のことに注意してください。

・他人のレポートのコピーやＷ eb ページのコピー＆ペースト等　→　不可あるいは再実験
・全実験の実施と全レポートの提出を基本とする。

【リンク】
http://www.elc.gunma-ct.ac.jp/Jikken/index-tsushin.html
http://www.elc.gunma-ct.ac.jp/Subjects/Kyouden/

【備考】
班割り、実験スケジュール、レポート締切日、実験資料の新規アップや訂正、テーマの一部変更など、すべての情報
は当科のＷｅｂページにアップされてますので毎回見るようにしてださい。

【成績評価方法】
［前期］レポート：70%，その他：
・実験の取り組み方：３０％（理解度、役割分担、実施状況など）
・レポート７０％のうちわけは、表現方法 40%、考察・理解等 30%
・「本校の学習・教育目標」との対応：レポートにより（D) を判定し、実験の取り組み方により（C) を判定する。
［後期］レポート：70%，その他：
・実験の取り組み方：３０％（理解度、役割分担、実施状況など）
・レポート７０％のうちわけは、表現方法 40%、考察・理解等 30%
・「本校の学習・教育目標」との対応：レポートにより（D) を判定し、実験の取り組み方により（C) を判定する。

【本校の学習・教育目標】
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準
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(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(g) 自主的，継続的に学習できる能力
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力

【授業計画】（授業名：工学実験）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 期
(8 回分：各テーマ
を 2 回ずつ行う）

１．直流機に関する実験 エネルギー・制御分野 :
直流機に関する実験 	

要

２．照明・光学に関する実験 	 エネルギー・制御分野 :
照明・光学に関する実験

要

３．データ圧縮（シャノン情
報）・暗号・符号に関する実験 	

情報・通信・材料・メディア分野 :
データ圧縮（シャノン情報）・暗号・符号に関する実
験

要

４．ＳＣＲの位相制御に関する
実験 	

エネルギー・制御分野 :
ＳＣＲの位相制御に関する実験

要

第 1 期 ( まとめ ) 総まとめ 第１期各実験テーマの内容の理解を深め、レポートに
まとめる

第 2 期
(8 回分：各テーマ
を 2 回ずつ行う）

１．変圧器に関する実験
（あるいはアナログ電子回路に関
する実験その１）

エネルギー・制御分野 :
変圧器に関する実験 : 変圧器に関する実験。
（あるいは情報・通信・材料・メディア分野 :
アナログ電子回路１　トランジスタやＦＥＴを用いた
基本増幅器に関する実験。）

要

２．アナログ電子回路に関する
実験その２ 	

情報・通信・材料・メディア分野 :
アナログ電子回路２　直流安定化電源に関する実験 	

要

３．電子情報材料関係の実験
（電子回路の実験を含む）

情報・通信・材料・メディア分野 :
電子情報材料関係の実験。
（電子回路についての実験を含む）

要

４．二足歩行ロボットの制御　	 情報・通信・材料・メディア分野 :
二足歩行ロボットの制御 	
	

要

第 2 期 ( まとめ ) 総まとめ 第２期各実験テーマの内容の理解を深め、レポートに
まとめる

第 3 期
(8 回分：各テーマ
を 2 回ずつ行う）

１．物質の電気伝導度 情報・通信・材料・メディア分野 :
物質の電気伝導度

要

２．４端子定数などに関する実
験

情報・通信・材料・メディア分野：
フィルタ
伝送回路

要

３．同期機に関する実験 エネルギー・制御分野 :
同期機に関する実験

要

４．デジタル電子回路に関する
実験 	

情報・通信・材料・メディア分野 :
デジタル電子回路（論理回路）に関する実験 	

要

第 3 期 ( まとめ ) 総まとめ 第３期各実験テーマの内容の理解を深め、レポートに
まとめる

第 28 回～第 30 回 デザイン実験　概論
（あるいは
ロボットに関するシミュレー
ションや実働実験
あるい
ラジオの製作・演算増幅器の製
作 	）

５学年のデザイン実験の準備をする。
テーマの設定、仕様の策定、準備実験で必要なパーツ
の見分け選定を実施。
（あるいは　メディア総合実験 : ロボットに関するシ
ミュレーションや実働実験
あるいは　メディア総合実験 : ラジオの製作・演算増
幅器の製作）
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